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日常生活圏域の再編について

〔公開資料〕

令和８年度 第１回大阪市地域包括支援センター運営協議会

令和8年7月13日

大阪市福祉局 高齢者施策部地域包括ケア推進課





➢ 「日常生活圏域の再編方針」を踏まえ、令和7年４月時点において、高齢者人口が 「１万５千人程度」を超過し、今後も人口の増加が見込まれるとして、都島区
北部圏域・西区圏域・天王寺区圏域の３圏域が再編方針に該当することを確認。

➢ 各区地域包括支援センター運営協議会での再編にかかる検討結果を確認。

➢ 第10期計画（令和９年度）から、各区の検討結果を反映して日常生活圏域を設定する。（66圏域 ⇒ 68圏域）

日常生活圏域の再編について

西区（1圏域から2圏域） 天王寺区（1圏域から2圏域）

大きな幹線道路が東西に走っており、概ねその道路と境が一
致する中学校区に沿って南北に圏域を設定。

都島区（現在の2圏域を維持）

概ね中学校区に沿って南北に圏域が設定。
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◎都島区包括 担当地域：区南部

区内に上町台地が走り、起伏の多い地形となっていることから、
南北に圏域を設定。

令和８年度 第1回社会福祉審議会高齢福祉専門分科会
報告

（
令
和
7

年
度

第
3

回
市
運
営
協
議
会
）

再
編
案

意見 住民への丁寧な周知をお願いいたします。
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